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記 憶 と忘 却 の記録
一極微弱磁場下における自発磁化の成長と消滅一
阪大･基礎工 長谷田泰一郎 ･鹿島 義雄
Mn(HCOO)2･2H20(疑二次元格子弱強磁性結晶 )について,転移点㌦近傍の自発磁化
Msを極微′ト磁場下 (10m(束以下 )で測定すると,温度をpara状 態からTN(- 3･686K)を










から温度を掃引することになるので esを掃引スター ト温度と呼ぶo fig-1をみると磁場E｡Ⅹ















であるo 実験手順はまず④のMs-T曲線をE - 4･56mOeで測定した後,続いて es- 0･7eX
x lO-2まで温度を上げ,H - 3.99mOeに変えてから④ を測定した. すると㊤で記憶したex































いて調べたo fig-6の実験は es- 2･7×10-2から掃引するため過去のMsの記憶はほとんど
ないと考えられるO①はE-6'･84mOeのまま掃引した時で,なめらかな上向きのMsが測eX
定されているo ㊨-⑥は掃引途中に図示された温度で突然外部磁場を下向きに変えた時のMsI
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中央大 ･経済 徳 永 英 二
§1. はじめに
湿潤な地帯では流域は地形の構成要素と見なされる｡流域の骨格をなす水系は,通常エネル
ギーと物質の出入があるから開いた系と考えられている｡ しかし,水塊の持っポテンシャル ･
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